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中山間地域担当

景観の保全
保健休養の場の提供

生態系の保全
地下水かん養
河川流域の安全

ちゅう かんさん

野生鳥獣による農作物等の被害防止に係る電気柵の安全確保について
電気柵を設置している方は、感電により人に危険を及ぼすおそれのないように、危険表示や漏電遮断機の設置等
を徹底し、安全確保を図ってください。また、一般の方は、電気柵に不用意に近づかないよう注意しましょう。

ICTを活用した新たな獣害対策の取組について

とちぎ中山間ブログ「農山村めぐり」が開設されました！！

野生鳥獣による農作物被害は年々増加傾向にあり、近年は、イノシシやシカを中心
に野生動物の生息域拡大により、山間部だけでなく平野部でも被害が見られ、深刻化
しています。また、地域の狩猟者の高齢化と減少が進んでおり、獣害対策が十分にで
きない地域があります。
そのような状況の中で、ＩＣＴを活用した獣害防除システムは、獣害対策の作業の効
率化・省力化、情報の共有化による地域ぐるみの防除対策への効果が期待され、全
国で導入事例が増えてきています。
県では、ICTを活用し、センサーカメラ（写真上）や罠に取り付けた捕獲検知センサー
（写真下）で感知した情報を、インターネットによりメール配信し、情報共有することで、
効率的に防除や環境整備、捕獲活動ができる総合的なシステムの構築・実証を、大
田原市において、進めています。

栃木県中山間地域活性化推進協議会は、構成する12市町の魅力を県
内外に広く発信し、中山間地域を訪れていただくことを目的に、今年3月に
ブログを開設しました。（http://www.chusankanblog.jp/）
ブログでは、県内中山間地域の農村風景やイベント情報、農産物や加
工品の情報、その他各種取組情報等、多くの人に、中山間地域の魅力を
知って、見て、触れられるような情報が発信されています。

平成29年度中山間地域等直接支払制度の見直しについて

超急傾斜地（田：1/10以上、畑：20°以上）において、農業生産活動等を継続していれば、超急傾斜
農地保全管理加算（６，０００円」/10a）に取り組むことが出来るようになります。

【解説】これまで、超急傾斜農地保全管理加算に取り組むためには、農業生産活動等に加えて体制整備のための前
向きな活動を継続している必要がありましたが、平成29年度からは、農業生産活動等を継続していれば、超急傾斜農
地保全管理加算に取り組むことが可能となります。

http://www.chusankanblog.jp/


平成28年度に中山間地域で行われた取組を紹介します

今後もみなさんに地域の情報を提供していきます。御意見、御感想をお寄せ下さい。
（連絡先） TEL 028-623-2334  FAX 028-623-2337

Eメール noson-sinko@pref.tochigi.lg.jp

〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田1-1-20

地域活性化に向けた
活動を支援します

地域の鳥獣被害対策研修会等に
むらおこしプランナー

を派遣します

地域資源を活用した
取組を支援します

塩谷町 熊ノ木地区

地域農産物を活用したメニュー開発

塩谷町の都市住民交流拠点である「星ふる学校
くまの木」では、地域農産物のＰＲ及び新メニュー
開発に取り組みました。
１月２６日、県内レストランのシェフを講師に招い
たワークショップ（写真左）には、１７名が参加し、
ヤーコンを使ったタルト（写真右）などの料理を試
作しました。

●実施事業：中山間地域人材養成・活用事業
（中山間地域元気創出事業）

●実施事業：地域活動サポート支援事業
（中山間地域元気創出事業）

●実施事業：とちぎ夢大地応援団カレッジ（中山間地域元気創出事業） ●実施事業：中山間地域実践活動支援事業（中山間地域元気創出事業）

那須烏山市大木須下地区

獣害対策研修会及び侵入防止柵設置

県では、多様な住民活動の展開を支援するため、
生態系調査や鳥獣被害対策等、豊富な知識や経験
を有する「むらおこしプランナー」を地域に派遣してい
ます。

2月4日及び25日、イノシシ等の獣害対策に取り組
む地域にむらおこしプランナーを派遣し、地域ぐるみ
の獣害対策の重要性や侵入防止柵の設置方法等を
指導しました。（写真：夢大地応援団と連携した侵入

防止柵の設置風景）

鹿沼市 中・入粟野地区

とちぎ夢大地応援団カレッジ活動

カレッジ活動は、学生に農作業体験をとおして
農業農村環境の維持・保全の重要性を学んでも
らうことを目的に実施しています。

今年度は、宇都宮市の文星芸術大学の学生を
対象に3回実施し、第3回目となる2月18日は、竹
の伐採作業(写真左）やまんじゅうづくり体験(写真
右）を行いました。

農作業体験をとおした

農村環境保全を図ります

2018年4月～6月
「本物の出会い 栃木」

デスティネーションキャンペーン開催！

茂木町 河井上地区

“はちや柿“のブランド化に向けた取組

茂木町の「河井上柿生産組合」では、特産品
である“はちや柿”のブランド化にむけ、生食用
の柿と贈答用の干し柿のパッケージ(写真左）
検討を行いました。
また、贈答用干し柿の試験販売を行ったとこ
ろ、完売するほどの盛況となり、今後のブランド
化への取組に期待が寄せられています。
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